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　（問） 成長期問は發生 の 多 い 月にi垂下 し て 後か ら 1 ケ月 ．
2 ケ 月と計 る の か 。 （橋本正駐）　　　

’

　（答 ） 1 ケ 年 を通 じ蓮 綾試驗 に 依 る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一

　（問）　試貌片の 厚さは ， また試 鹸片 の 深度は如阿 。 （大泉重 一 〕　　　　　　 唱

　（答） 厚 さほ 5ごm ， 深度は 干潮陳下 。

個 1） v °！ume の 計 肪 i唯 入法 を用L ・ る駘 如何 11し て 正確 に計 頓 る もQでtか ・

’
（2） 2 ケ朋

の 生長 の 出し方如何 。 （焉渡靜夫）

（讐 1） 試験材は バ ル サ 材 を用ひ ， 注 入劇とし て は 齒科用 moddli   を用 うる こ と に 儀 り解決し得た 。

（2） 各 シ リ
「

ズ の 試驗材を設置 し た 。

ア メ リカザ リガニ の 授糖前後 に於ける卵構 鑑に つ い て　須甲鐵也 （埼玉 大
・丈理 ・ 生）

　卵咳丙に 散在す る chron
｝atin は弐第に大き く な り數が 減 り卵 核の 表面 に近 く配列 し ， 排卵約 2 時間援 の 麺

誼放出後に 淌失ナる 。 こ れ等は 一時に潸失する の で な くi突第に 棲外 に扱出す る もの の 如

’
〈仁と推Mh る。

葺卵直後精 子 の 侵入演 認め られそ の 後に穂體放 出が 少く も一個認め られた 6 第 2 実卵膜 の 材料は既に 卵災

内 に て準備 され雄核雌 緩授精後に 硬化 され ， 第 3弐卵膜 の 材料 は 外皮腺か ら 分 泌され鑑 1 卵割後に 硬化され

う・ 卵核麟 卵直前に球形か ら長球形に變但 極體黜 後は 急に 小さ くなつ て 稍 々 星影を呈す る ・ 卵勦 の

卵 の 生長は 交尾前約一
→畳聞頃急に 大 と な り卵黄粒は 二 三 H 前に 充實 L ， こ の 卵 の 充實と交尾 ， 外皮腺細胞の

發達ζ關聯あ る如 く見受け られ る 。 前詫の排卵前に分泌 される外皮腺性粘液は 卵 の 保護廉び支持作用の 他 に

精莢を ほ ぐ し て 精子 の 侵入 を 誘導す る に 用い られて い る 。

　　　
イ 7nt＝ t°sueet °tS分化開菊 ε

騨
存加 ・ms 響 縣 ｝ 井上 靺 啾 歐 ’

興
イ ワ ガ ＝ に於h る sacculi ・ izaLi。・ をし ら べ た と こ ろ ，

一・enに 大 な る個 ceelど reStkfbosthく， 小 な る個體

ほ ど薯 し い 雌性化を 示す傾向 が あ るの で ， こ れ 底宿主 の 性分化遏程 の 如何 なる時期 に寄生が 開始され たが に

tsるもの と 思 ＋・れ た （1952 年 8月刺 ヒ支部會 iこ て 發表）・ imし て
：
こ の 正當な個reに つ い て 檢す る に tr的分化

は 器官に 依つ て そ の 時期が異 る 。 即ちは さみ及各腹節 の 巾の 相周成長 を し らべ た と こ ろ，腹部の 南は甲長8〜

10 πm に て 分化する の に對 し ， は さ み は 甲長 17〜181nm に て 分化 し・叉腹節 の 5ち で は 中央部 が 最も早 ぐ兩端

に ゆ く忙 從つ て 逞れる よ うで ある 。 更 に腹脹や生 聽腺 の 開 口 は 5mm 以下 の 時期に 牙化す る もの と思 われ

る 。 こ れ ら各 器官に甥す る Sacculinaの 影響 をしらビる と・そ め分化 の 時期 よ りやや 大 きな所 まで は 雌 の 相

封成長線に 近 い 嬉を示す もの が多い が ，分化期 よ り 7
，
8mm 大ぎな所か らは雄の 相對成長線に 近 づ い て く

る標に な る 。 罠βち假に これらら相野成長線 を引い T．み ると ， こ の時期に大きな ・curve が畫け る 。　ごあ魑向

の 時期は 各器官 で 異 る が ， その 時期あず れ は 前述 の 性 分化 の 時期 の ずれ と大 饐 ゐ 致 して い る。
こ の 事か ら イ

ζ備鬻陰畿慧諜器盃窪讖盛鷺響豪1こ錨諺濃鵬 莫驚
に は 影響を與〜そ難 くな る と云 うPtbr結論出來 ると思われ る。

イ バ ラ トミ ヨ 卵表騒胞 の ＝ 、 三 の 性矍　久 佐　守 （北大 ・
理

・
動）

　 イバ ラ ト ミ ヨ 未受縞卵の 表暦原形質に は 薯 表黶胞が存在し こ紹 歌受精お 去び人工 活性化 の 擦 滔失する。・顆
微鏡的ue察に よ れば ・こ の 表勵 包の 崩壌 に 1まそ の 丙獅 放 出と み られ る行跏 蕁励 ・ ，東暑鋼 胞化學的儉索に、
よ つ て 表麿胞の 丙容に tt　1種の 多糖質 （ボ ツ チ キス 陽性）出 存在する こ と を知 つ た 。 從 つ て 活性化時に 於け

るこ の 物質 の 放 出 が 卵膜分離 の 原因と な る膠質滲透壓發生 の 主動物質 と考え ら れ る 。 メ ダカ に於け る 如 く，

遶心 の 際表贋胞ほ遠心端に 移動 ナるが ， こ れ は そ れを欝成 ナ る物質潔 か な り密 度 の 高 い もの なる ζ と を示
ー
す 。 位租差檢鏡 で は表暦胞は曜 くみ k るが 崩壌過程に は，明鬣へ の 變化thS，laり， 又 同時 に胞 の 容積 も箸し ぐ

（33 ｝
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